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◆コンセプト 「大田市の魅力発信最前線拠点」

◆スローガン 「世界遺産の玄関口 歴史と自然と食をつなぐ 行ってみたくなる道の駅！」

◆機能 ①山陰道をはじめ周辺施設等利用者や、地元市民の憩いの場ともなる休憩・交流機能

②観光・食・伝統文化や定住環境といった大田市の魅力、道路交通情報等の情報発信機能

③地元学校との連携や地元市民の活躍の場など、地域をいきいきさせる地域連携機能

④その他、利用者に優しい思いやり機能や災害対応機能

◆整備区分

大田市･･･････地域振興施設（物販・観光案内・飲食・イベント等施設、駐車場）

島根県･･･････道路休憩施設（トイレ、休憩・情報発信施設、駐車場）

国土交通省･･･造成土提供（山陰道本線工事より）、道路交通情報等発信機器

主要地方道仁摩邑南線沿いであることから、島根県との一体型として整備。
さらに山陰道整備事業に関連し、国土交通省からも整備支援。

◆整備目的 山陰道の全線開通を見据え、この好機を最大限に活かすため、豊富な観光資源、食や
特産品、伝統文化といった大田市の魅力を地域一体となって発信し、観光誘客・交流人
口の拡大や地域の活性化を図るための、産業振興・地域振興の拠点として「道の駅」を
整備する。
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◆整備位置

ごいせ仁摩

ロード銀山

キララ多伎 宍道湖SAサンピコ
ごうつ

ゆうひパーク
浜田

約41km

約35分

約29km

約25分

約19km

約16分

約29km

約25分

山陰道

山陰道：約15km 約14分
９号：約16km 約24分

山陰道沿線道の駅等との位置関係
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仁摩・石見銀山ＩＣ

計画地整備地

山陰道仁摩・石見銀山ＩＣ

◆整備計画地

・山陰道仁摩･石見銀山ＩＣ出入口正面
敷地約2.2ha

・｢世界遺産石見銀山遺跡｣へ自動車で約7分、
世界最大の砂時計｢仁摩サンドミュージアム｣
へ徒歩約10分という好立地

世界遺産
石見銀山遺跡

仁摩サンド
ミュージアム

・周辺交通量（2030年推計）

24時間全体交通量：１７，７５０台／日
小型車 ：１４，６０８台／日
バ ス ： ８９台／日
大型貨物： ３，０５３台／日

12時間全体交通量：１４，３１５台／日
小型車 ：１２，１９７台／日
バ ス ： ５７台／日
大型貨物： ２，０６１台／日
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◆整備スケジュール（概要）

平成27年度 整備構想・整備計画策定

平成28年度 基本計画・造成設計 測量調査 用地買収

平成29年度 埋蔵文化財調査(本調査) 建築基本設計

平成30年度 造成関連工事 建築実施設計

駅長候補公募・採用

令和元年度 造成関連工事 建築実施設計

道の駅名称決定

令和２年度 建築関連工事 外溝関連工事

令和３年度 開業準備 年度内開業予定

埋蔵文化財調査(試掘) 関連法許可申請

島根県協定締結 関連法許可申請

運営団体公募・選定

外溝・上下水道等設計 建築用木材調達

現地の状況（R3.７）

道の駅登録（7月1日、県内29駅目）
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◆運営団体

代表取締役 和泉 享 （大田市大田町、R2.1新規設立）

◆駅長候補

［業務概要］電機工事業・携帯ショップ運営・情報出版業・ＷＥＢ企画制作・

道の駅運営 ⇒ にちなん日野川の郷（鳥取県日南町、H30.4.1～5年間）

※道の駅開業まで、運営に係る様々な協議・検討に加わり、魅力ある道の駅づくりを進める。

駅舎が完成し開業準備を始める時点で、運営団体において駅長として採用。

令和3年度開業時から10年度間の予定（更新制5年含む）

※開業前に指定管理者として指定、それまで運営に係る企画・検討・体制確立を図る。

公募により指定管理予定者として選定（H31.1.31） ※申請２団体

※親会社：株式会社サクセス 代表取締役 和泉 享 （香川県坂出市）

ふれあいパークみの（香川県三豊市、H31.4.1～5年間）

（大田市産業振興部道の駅推進室主幹）

全国公募により16名の中から選考され、市任期付職員として採用（H29.8.23）

◆指定管理期間
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◆特産品販売

◆海産物販売

※商談・新商品開発相談（支援制度あり）等、随時受付！

鮮魚は要望によって、刺身・3枚おろしなどの調理サービスを想定。

観光案内ブースにおいて、観光情報をはじめとする大田市の様々な魅力を案内・発信。

直営により、農産物産地直売コーナーを設置。少量多品目の新鮮野菜販売を目指す。

登録料：個人３千円、団体６千円 年会費：不要（活動費は道の駅より支給）

直営により、大田市の特産品（土産物・加工品・工芸品等）を中心に販売。

事務局が道の駅に常駐。

直営により、大田市の新鮮な海産物（鮮魚・干物・加工品等）を販売。

◆農産物産直
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的位置づけ。

産直出荷者の会 （R2.12.24設立）

手数料：19％（野菜等）～22%（加工品等）を想定。

◆観光案内

※出荷者随時募集！



潮川

仁摩・石見銀山ＩＣ
←国道9号

石見銀山→

洪水調整池

◆道の駅「ごいせ仁摩」の施設概要

主に普通車の進入路主に大型車の進入路

【全体レイアウト】

駅舎 広場

公園
臨時駐車場

ドッグ
ラン

職員駐車場
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駐車場

大型車18台

普通車113台

ＥＶ2台

ＲＶパーク5台

思いやり駐車場6台

自動二輪

駐輪場

バス停



A棟

B棟
C棟

屋根通路

バス停

◆道の駅「ごいせ仁摩」の施設概要

産直・物販

観光協会事務所

賑わい広場

観光案内等
情報発信ブース

レストラン

休憩・情報発信コーナー
女性：12器
男性：小5器、大3器
多目的：2箇所
キッズ：1箇所 事務所

バックヤード
厨房

ステージ

凍結・加工室

【駅舎レイアウト】

トイレ

道路休憩施設（島根県整備）

CAFE

観光バス
乗務員控室

地域振興施設（大田市整備）

客席数：店内約50席
店外約16席(ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ)

屋根付観覧スペース

倉庫
トイレ

倉庫
ゴミ庫

Ａ棟 811㎡
Ｂ棟 282㎡
Ｃ棟 343㎡

■施設概算規模

レジ

※世界遺産バッファゾーン内のため分棟
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◆駅舎イメージ （西側から）

・屋根は石州瓦葺き、木材は
主に大田市有林の杉を使用

・アウトドアの拠点となるＲＶパーク
（キャンピングカー有料駐車マス）

・雨天でも安心してイベントが
開催できる屋根付きステージ

・路線バス、観光バス等の停留所 ・EV充電施設
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・恒常的に賑わいを作り出す賑わい広場
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・ドッグラン



◆駅舎イメージ

（賑わい広場）

（ＩＣドライバー目線）

・軽トラ市や露店など、気軽に出店

・オープンスペースを活用し、恒常的に賑わい創出

・ＩＣ交差点の真正面
目の前にイベント等の賑わいが！
舞台は全国植樹祭のお野立所

・ＩＣを降りてくると、
石州瓦がお出迎え
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温泉津温泉街

国立公園三瓶山
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